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議事日程（第３号）

平成29年12月26日 午前９時開議

日程第１ 第 114号議案 平成29年度神河町一般会計補正予算（第７号）

日程第２ 第 115号議案 平成29年度神河町介護療育支援事業特別会計補正予算（第

２号）

日程第３ 第 116号議案 平成29年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第
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日程第４ 第 117号議案 平成29年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３

号）

日程第５ 第 118号議案 平成29年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

日程第６ 第 119号議案 平成29年度神河町土地開発事業特別会計補正予算（第２号）

日程第７ 第 120号議案 平成29年度神河町訪問看護事業特別会計補正予算（第２号）

日程第８ 第 121号議案 平成29年度公立神崎総合病院事業会計補正予算（第２号）

日程第９ 報告第11号 株式会社グリーンエコーの解散報告の件

日程第10 第 122号議案 平成29年度神河町一般会計補正予算（第８号）

日程第11 第 123号議案 平成29年度神河町介護療育支援事業特別会計補正予算（第

３号）

日程第12 第 124号議案 平成29年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

４号）

日程第13 第 125号議案 平成29年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第４

号）

日程第14 第 126号議案 平成29年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）

日程第15 第 127号議案 平成29年度神河町訪問看護事業特別会計補正予算（第３号）

日程第16 第 128号議案 平成29年度神河町水道事業会計補正予算（第３号）

日程第17 第 129号議案 平成29年度神河町下水道事業会計補正予算（第３号）

日程第18 第 130号議案 平成29年度公立神崎総合病院事業会計補正予算（第３号）

日程第19 兵庫県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙の件

日程第20 発議第４号 「道路整備の推進」と「道路財特法における補助率等の嵩上げ措

置の継続」に関する意見書

日程第21 発議第５号 「2025日本万国博覧会」の大阪・関西誘致に対する決議

日程第22 議員派遣の件

日程第23 各常任委員会、議会運営委員会所管事務調査の申し出について
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本日の会議に付した事件

日程第１ 第 114号議案 平成29年度神河町一般会計補正予算（第７号）

日程第２ 第 115号議案 平成29年度神河町介護療育支援事業特別会計補正予算（第

２号）

日程第３ 第 116号議案 平成29年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号）

日程第４ 第 117号議案 平成29年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３

号）

日程第５ 第 118号議案 平成29年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

日程第６ 第 119号議案 平成29年度神河町土地開発事業特別会計補正予算（第２号）

日程第７ 第 120号議案 平成29年度神河町訪問看護事業特別会計補正予算（第２号）

日程第８ 第 121号議案 平成29年度公立神崎総合病院事業会計補正予算（第２号）

日程第９ 報告第11号 株式会社グリーンエコーの解散報告の件

日程第10 第 122号議案 平成29年度神河町一般会計補正予算（第８号）

日程第11 第 123号議案 平成29年度神河町介護療育支援事業特別会計補正予算（第

３号）

日程第12 第 124号議案 平成29年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

４号）

日程第13 第 125号議案 平成29年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第４

号）

日程第14 第 126号議案 平成29年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）

日程第15 第 127号議案 平成29年度神河町訪問看護事業特別会計補正予算（第３号）

日程第16 第 128号議案 平成29年度神河町水道事業会計補正予算（第３号）

日程第17 第 129号議案 平成29年度神河町下水道事業会計補正予算（第３号）

日程第18 第 130号議案 平成29年度公立神崎総合病院事業会計補正予算（第３号）

日程第19 兵庫県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙の件

日程第20 発議第４号 「道路整備の推進」と「道路財特法における補助率等の嵩上げ措

置の継続」に関する意見書

日程第21 発議第５号 「2025日本万国博覧会」の大阪・関西誘致に対する決議

日程第22 議員派遣の件

日程第23 各常任委員会、議会運営委員会所管事務調査の申し出について

出席議員（11名）

１番 藤 原 裕 和 ８番 松 山 陽 子

２番 藤 原 日 順 ９番 三 谷 克 巳

３番 山 下 皓 司 10番 小 林 和 男
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４番 宮 永 肇 11番 廣 納 良 幸

５番 藤 原 資 広 12番 安 部 重 助

７番 小 寺 俊 輔

欠席議員（１名）

６番 藤 森 正 晴

欠 員（なし）

事務局出席職員職氏名

局長 坂 田 英 之 主事 山 名 雅 也

説明のため出席した者の職氏名

町長 山 名 宗 悟 地域振興課参事兼農林業特命参事

副町長 前 田 義 人 多 田 守

教育長 澤 田 博 行 ひと・まち・みらい課長

町参事 野 邊 忠 司 藤 原 登志幸

総務課長 日 和 哲 朗 建設課長 真 弓 俊 英

総務課参事兼財政特命参事 地籍課長 児 島 則 行

児 島 修 二 上下水道課長 中 島 康 之

情報センター所長 藤 原 秀 洋 健康福祉課長 大 中 昌 幸

税務課長 和 田 正 治 会計管理者兼会計課長

住民生活課長  木 浩 山 本 哲 也

住民生活課参事兼防災特命参事 病院事務長 藤 原 秀 明

田 中 晋 平 病院総務課長兼施設課長

地域振興課長兼ひと・まち・みらい課参事 藤 原 広 行

石 堂 浩 一 教育課長 松 田 隆 幸

地域振興課参事兼観光振興特命参事

山 下 和 久

午前９時００分開議

○議長（安部 重助君） 皆さん、おはようございます。

ただいまの出席議員数は１１名であります。定足数に達しておりますので、第８２回

神河町議会定例会第３日目の会議を開きます。

お知らせいたします。藤森議員は体調不良のため欠席届が出ておりますので、御了承

願います。
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本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

早速日程に入ります。

・ ・

日程第１ 第１１４号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１、第１１４号議案、平成２９年度神河町一般会計補正

予算（第７号）を議題とします。

議案の審査を付託しておりました総務文教常任委員会の審査報告を求めます。

宮永肇総務文教常任委員長。

宮永議員、ここまで出てきてください。

○総務文教常任委員会委員長（宮永 肇君） おはようございます。

第１１４号議案の審査報告をいたします。総務文教常任委員会の委員長、宮永肇でご

ざいます。まことに申しわけのないことでございましたんですけれども、私ちょっと病

気になりましてしばらく入院をしておりまして、本議案に関しては詳細のところ、肝心

のところいうのを欠席しておりましたものでございますから、事後報告のような形で報

告を受けた内容で、最後の審査の協議に出席をさせていただきまして、そこで結論とし

てまとめた内容で御報告をいたします。

まず、１２月の８日、第８２回神河町議会定例会において本委員会に付託された議案

は、審査した結果、次のとおり決定したので、会議規則第７７条の規定により報告をい

たします。

議案番号として、第１１４号議案、件名は平成２９年度神河町一般会計補正予算（第

７号）ということでございまして、審査の結果は、原案可決ということでございます。

日時は、平成２９年１２月の１８日月曜日、神河町役場第３会議室でございまして、出

席者、私以下、委員８名ということでございまして、行政は町長以下ということで各課

長クラスの方々までと、議会事務局の坂田事務局長と出席がありました。

審査の経過としましては、議案の審査に当たっては、提案の趣旨と目的に従って適正

な判断により行政成果が上がるよう、かつ行政の進展と住民の福祉の向上にどのような

効果をもたらすか、執行にどのように反映されるべきかなどの観点から審査を行いまし

た。委員会審査内容報告等については、詳細について口頭で報告をいたします。要約を

まとめたもので、一応これを読み上げまして報告にかえますので、何とぞ御了承のほど

をお願いをいたします。

まず、１２月の２６日の総務文教常任委員会付託議案の審査報告として、第１１４号

議案、平成２９年度神河町一般会計補正予算（第７号）についてという表題でございま

して、審査の結果は、本日お手元に配付しておるとおりでございます。１２月の８日の

本会議において、総務文教常任委員会に付託されました第１１４号議案については、１

２月の１８日に審査した結果、当委員会として原案のとおり可決することに決定をいた

しました。賛成者は全員、７名でありました。
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審査の経過については、日時は１２月の１８日、午前９時から午前１０時４６分まで、

役場第３会議室において総務文教常任委員会委員８名により、執行部からは町長ほか特

別職及び各課管理職の出席のもと審査を行いました。

議案の審査に当たっては、提案の趣旨と目的に従って適正な判断により行政成果が上

がるよう、かつ行政の進展と住民の福祉の向上にどのような効果をもたらすか、執行に

どのように反映されるべきかなどの観点から審査を行いました。

主な質疑として、台風により被災した県指定文化財、吉冨、春日神社拝殿の修復に係

る経費に対する負担割合、同様に被災した町指定文化財、中村、埋田神社との相違につ

いて、多数の委員から質問がありました。今回の補正予算は、文化財を守る町の責務と

地元要望に応えるため、県指導のもと、修復するのに必要な経費を算出し、現行の県・

町補助要綱に諮り、特別交付税のルール分も申請して最大限財源を確保した上で取り組

んでいるとの回答でございました。

委員からは、県指定、町指定に関係なく、文化財保存の観点から地元負担の軽減に配

慮すべきであり、そのための文化財補助要綱の見直しを検討することを求める意見が出

されました。そのほかでは、若者向け住宅の家賃補助や、住宅取得補助の実績、人件費

の補正理由などについて質問がありました。討論はありませんでした。以上で第１１４

号議案の審査報告を終わります。以上でございます。

○議長（安部 重助君） 報告は終わりました。

委員長報告に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑ないようでございますので、質疑を終結します。委員長、

御苦労さんでした。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論がないようでございます。討論を終結します。

これより第１１４号議案を採決します。

本案に対する委員長報告は、原案可決であります。本案については、委員長報告のと

おり決定することに賛成の方は起立を願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第１１４号議案は、原案のとお

り可決されました。

・ ・

日程第２ 第１１５号議案

○議長（安部 重助君） 日程第２、第１１５号議案、平成２９年度神河町介護療育支援

事業特別会計補正予算（第２号）を議題とします。

上程議案に対する討論に入ります。
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反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論ないようでございます。討論を終結します。

これより第１１５号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決すること

に賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第１１５号議案は、原案のとお

り可決されました。

・ ・

日程第３ 第１１６号議案

○議長（安部 重助君） 日程第３、第１１６号議案、平成２９年度神河町国民健康保険

事業特別会計補正予算（第３号）を議題とします。

上程議案に対する討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論がないようでございます。討論を終結します。

これより第１１６号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決すること

に賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第１１６号議案は、原案のとお

り可決されました。

・ ・

日程第４ 第１１７号議案

○議長（安部 重助君） 日程第４、第１１７号議案、平成２９年度神河町後期高齢者医

療事業特別会計補正予算（第３号）を議題とします。

上程議案に対する討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論ないようでございます。討論を終結します。

これより第１１７号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決すること
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に賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第１１７号議案は、原案のとお

り可決されました。

・ ・

日程第５ 第１１８号議案

○議長（安部 重助君） 日程第５、第１１８号議案、平成２９年度神河町介護保険事業

特別会計補正予算（第３号）を議題とします。

上程議案に対する討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論ないようでございます。討論を終結します。

これより第１１８号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決すること

に賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第１１８号議案は、原案のとお

り可決されました。

・ ・

日程第６ 第１１９号議案

○議長（安部 重助君） 日程第６、第１１９号議案、平成２９年度神河町土地開発事業

特別会計補正予算（第２号）を議題とします。

上程議案に対する討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論ないようでございます。討論を終結します。

これより第１１９号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決すること

に賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第１１９号議案は、原案のとお

り可決されました。

・ ・

日程第７ 第１２０号議案
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○議長（安部 重助君） 日程第７、第１２０号議案、平成２９年度神河町訪問看護事業

特別会計補正予算（第２号）を議題とします。

上程議案に対する討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論ないようでございます。討論を終結します。

これより第１２０号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決すること

に賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第１２０号議案は、原案のとお

り可決されました。

・ ・

日程第８ 第１２１号議案

○議長（安部 重助君） 日程第８、第１２１号議案、平成２９年度公立神崎総合病院事

業会計補正予算（第２号）議題とします。

上程議案に対する討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論ないようでございます。討論を終結します。

これより第１２１号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決すること

に賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第１２１号議案は、原案のとお

り可決されました。

・ ・

日程第９ 報告第１１号

○議長（安部 重助君） 日程第９、報告第１１号 株式会社グリーンエコーの解散報告

の件を議題とします。

事務局、報告第１１号の朗読をしてください。

〔事務局朗読〕



報告第１１号 株式会社グリーンエコーの解散報告の件
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○議長（安部 重助君） 上程報告に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 報告第１１号の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本報告は、株式会社グリーンエコーの解散報告の件でございます。株式会社グリーン

エコーは、平成８年４月１日に資本エ ０００万エ、発行エみ株式４００株で設立し、

神崎いこいの村グリーンエコー笠形、グリーンエコー笠形体育施設、農村環境改善セン

ターの運営、管理を行ってまいりましたが、本年４月から同施設の指定管理者を神姫バ

スグループ共同事業体に指定したため、株式会社グリーンエコーが取り組む事業がなく

なったことから、取締役会、株主総会で協議の結果、解散することを決定いたしました。

本年８月９日に臨時株主総会を開催し、清算に伴う残余財産の分配方法、清算人に私、

山名宗悟を選任する議案等を承認いただき、解散に伴う決算及び申告、官報への公告な

ど、解散に向けて事務を進めました。

事務処理が終了したことにより、１１月２２日に臨時株主総会を開催し、清算結了の

承認をいただき、清算申告、清算結了税務届の提出、清算結了登記が１１月２７日に終

了いたしましたので、地方自治法２４３条の３第２項の規定に基づき報告するものでご

ざいます。

以上が提案理由並びに内容でございます。なお、詳細につきましては、地域振興課観

光特命参事から御説明いたしますので、よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

山下地域振興課観光振興特命参事。

○地域振興課参事兼観光振興特命参事（山下 和久君） それでは、株式会社グリーンエ

コーの解散について報告申し上げます。１ページに１１月２２日の臨時株主総会の議事

録をつけております。２ページに決算報告書を添付いたしております。

次に、３ページでございます。１１月２２日現在の財産目録をごらんください。資産

の部でございますが、のの資産としてのののエ、ののののの現エが７３０万 ０６６エ、

固定資産として建固等が ０３５万 ５８９エ、合わせて資産合計が ７７４万６５５  

エとなっております。負円の部は円円で、正円資産が ７７４万６５５エとなります。

次に、出資者への残余財産の分配額の明細でございます。各出資者がグリーンエコー

笠形特有の固定資産の分配を受けても、出資者が維持管理をすることが困難であること

から、町は主に固定資産の分配を受け、現エはそのほかの出資者に分配しております。

現エで分配総額に満たない額は固定資産で分配をさせていただき、分配後の固定資産に

ついては出資者に御同意をいただき、神河町に寄附していただいております。

なお、出資割合により分配額を決定したため、２ページの１株当たりの分配額は４万

３５０エと若３の３３が出ております。
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以上、報告第１１号、株式会社グリーンエコー解散報告の件の説明を終わらせていた

だきます。

○議長（安部 重助君） 報告が終わりました。

本報告に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

三谷議員。

○議員（９番 三谷 克巳君） ９番、三谷でございます。１点教えていただきたいと思

います。というのは、今回、残余財産をそれぞれ分配をされているわけですが、その中

で町が資産を９０４万 ７３４エ分配を受けております。その中で、資産としてその上

のほうの資産の部で記してありますように、固定資産の中で建固と構築固、この合計が

約９５０万エほどございます。そのうち９００万余りを町が受けたということは、あと

の残り５０万ほどについては、町以外のどこかの出資者に対して分配をされたと思うん

ですが、この５０万エほどの財産については、グリーンエコーの建固なり、それから構

築固等々でグリーンエコーを運営していく中で必要な設備になってきますので、その残

余処分財産を分配を受けた会社がそこのグリーンエコーの中に資産を持つことになりま

すが、結果としてなるんですが、その分についてはまた後ほど寄附を受けるとか、その

ような対応は何か考えられたか、今後どのように取り組まれるかいう話をお尋ねしたい

と思います。

○議長（安部 重助君） 山下地域振興課観光振興特命参事。

○地域振興課参事兼観光振興特命参事（山下 和久君） ただいまの三谷さんの質問につ

いてお答えいたします。

基本的に、解散時、解散決議時の簿価一覧というのがございまして、それにつきまし

て ０３５万 ５８９エ、これについて基本的に町がてき取るものはてき取る、それか 

ら現エで払えないものは固定資産でお支払いするんですが、それをまた一旦町に寄附し

ていただくということでございます。

○議長（安部 重助君） ほかに質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ほか質疑がないようでございますので、質疑を終結します。

報告第１１号については、以上のとおりでございます。よろしく御了承のほどお願い

いたします。

・ ・

日程第１０ 第１２２号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１０、第１２２号議案、平成２９年度神河町一般会計補

正予算（第８号）の件を議題とします。

事務局、第１２２号議案の朗読をしてください。

〔事務局朗読〕



－１８８－



第１２２号議案 平成２９年度神河町一般会計補正予算（第８号）



○議長（安部 重助君） 上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） １２２号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成２９年度神河町一般会計補正予算（第８号）でございまして、補正予

算（第７号）以降、補正要因が生じたものについて補正するものでございます。

補正の内容は、人事院勧告の給与改定と、一般職から特別職への３の、そして１２月

末退職、それらに伴う給料、職員手当、共エ費の人件費の補正でございます。今回の人

事院勧告における一般会計の給料の改定率は、１６％となっており、その増額分は給

料、職員手当を合わせて５７４万 ０００エでございます。そして今回の補正における

財源調整として、財政調整基エ繰入エを増額するものでございます。

これらによりまして、こ入こ出予算の総額にこ入こ出それぞれ８０万 ０００エをこ

加し、こ入こ出予算の総額をこ入こ出それぞれ９５加 ４３８万 ０００エとするもの 

でございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

山下議員。

○議員（３番 山下 皓司君） ３番、山下です。１３０号議案まで同じような内容の予

算計上になるんですけども、いわゆる人事院勧告で総額何ぼほど要るのかなということ

を教えていただきたい。一般会計の審議の中ですけども、許されるならば全体の職員数

と、それから全体にどれだけほどおエがかかるのか、それを教えてください。それが１

点。

それから、多くの会計で１会期の中に２つの補正予算が出ると、これも確かにどっか

で教えてもらって、その理由も聞いたように思っているんですが、やはりいわゆる補正

予算などの計上というのは、基本的にはなるべくコンパクトにすると。これはもう皆さ

んそのことについては３論がないと思うんですが、その理由をやはり広く知っておく必

要があるということで、お尋ねしたいと思います。２点、お願いします。

○議長（安部 重助君） 日和総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。ただいま御質問のありました

山下議員の御質問に対しましてお答えをさせていただきます。

まず、人事院勧告、このたびの補正に伴います予算の総額、一般会計から病院会計に

至るまでの全体総額という御質問でございます。人件費を計上しております一般会計か

ら特別会計、企業会計ということで、全て合わせまして、このたびの人事院勧告に伴い
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ますいわゆる影響額といいますか、増額となる部分でございますが、給料にかかわる部

分が２４９万 ０００エ、分分手当ということで、職員手当にかかわる部分が ３４１ 

万エ、それから共エ費に関係する部分が４９４万 ０００エ、トータルをいたしますと

０８５万 ０００エということでございます。職員数につきましては、３５３名でご 

ざいます。

それから、２つ目の御質問でございますが、同一定例会の中で２つの補正予算を上程

をさせていただいたというところでございますが、このたびのこ加の部分につきまして

は、人事院勧告に伴います補正でございます。１２月定例会の会期を考えましたときに、

本来、国からの情報が早く出ておりますと、同時に作業が進められたわけですけれども、

その締め切りの日程の関係で両方の準備は進めておりましたけれども、人事院勧告にか

かわる部分については上程をできないという状況であるというふうに判断をいたしたわ

けでございます。したがいまして、１２月定例会におきましては、の常部分の補正を上

げさせていただいて、そしてこのたびの最終日提案ということで、人事院勧告に伴いま

す補正予算を上程させていただいたというところでございます。以上です。

○議長（安部 重助君） 山下議員。

○議員（３番 山下 皓司君） 山下です。今の総務課長の説明ですと、いわゆる国から

の情報がおくれたいうんですかね、確たるものがおくれたので、条例は間に合うたけど、

給与のいわゆる数的なものは間に合わなかったと、それで補正になったと、そういうふ

うに理解したらよろしいんですか。

○議長（安部 重助君） 日和総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。ただいま申し上げましたとお

り、国の情報がおくれたということではなくて、１１月の１７日に閣議決定がされたと

いうところでございます。その時点で人事院勧告に基づく上程ということで、さまざま

な関係団体との協議も出てまいりますので、そのあたりも含めてということを勘案をさ

せていただいてもおります。従来、ぎりぎりのところで当初提案に間に合わせていただ

いたというようなこともございますし、こ加提案でお願いをしたということもございま

すので、そのあたりにつきましてはお酌み取りをいただければというふうに思います。

以上です。

○議長（安部 重助君） 山下議員。

○議員（３番 山下 皓司君） ３番、山下です。理解はせんとあかんわけですけど、や

はり議会の中でいろんな議案、提案についても言えることですが、特に補正予算につい

て、今のような理由でしたら一本でやられるほうがいいんやないかなと。やはりそうい

うことについては内部努力いうんですか、いうこともやってもらわんとあかんし、やは

りこれがもう確定しておるわけですから、せっかくこういう形で町も判断されたら、早

くこの、どっちみち補正予算についてもこの２６日の議決ということになったわけです

けど、いわゆる７号ですか、やはり早くやっておくというようなことも一つの工夫とし
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てあったんやないかなというような思い、ちょっと具体的に言いませんけども、そうい

う思いも含めての質問ですので、その点別にこれが事務が怠けておったと、そういうよ

うな趣旨で言うておりませんので、それは理解していただきたいというように思います。

以上です。

○議長（安部 重助君） 日和総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。ありがとうございます。御質

問の意図は十分に理解をさせていただいております。先ほども申しましたとおり、私た

ちもぎりぎりまでその情報をの集に奔走していたと、そして準備も実は十分にしていた

つもりでございます。県下の他の自治体の状況を見ましてもさまざまな対応という形に

もなってもおります。１１月９日であったかと思いますけれども、総務文教常任委員会

の中でも人事院勧告の上程についても御説明もさせていただいておりますし、そのあた

りも含めて、より議会のほうには丁寧な対応をさせていただいているということを申し

添えたいと思います。以上です。

○議長（安部 重助君） ほかにございませんか。

三谷議員。

○議員（９番 三谷 克巳君） ９番、三谷でございます。１点教えてもらいたいんです

が、補正予算書の１４ページの給与費明細です。一般職の給与費明細の中で、補正前、

補正後という表記があるんですが、その備考欄に教育長を含む、教育長を除くという分

の中で、今回から給与費明細の中で一般職から教育長を除くということに取り扱いにな

っているようなんですが、その意図というんですか意円と、それからもう一つは、じゃ

あ教育長の人件費はどこかに計上されてくるようになるのか、この２点についてお尋ね

したいと思います。

○議長（安部 重助君） 日和総務課長。

○総務課長（日和 哲朗君） 総務課、日和でございます。三谷議員のまず１点目の御質

問でございますけれども、このたび１２月８日に人事案件としまして、新しく教育長の

同意がされております。従来の教育長につきましては、議会同意を必要とします教育委

員会の委員としての特別職の身分とともに、教育委員会が任命をいたします教育長とし

ての一般職の身分ということで、両方の身分を有しております。その中で、この定数の

カウントの中では一般職の中に含めて計上をさせていただいておりました。このたび新

教育長制度の中におきましては、教育長につきましては首長が議会の同意を得て任命を

するという特別職の身分を有するという形になってまいりますので、補正後につきまし

ては一般職の中から教育長を除くということで記載をさせていただいております。

それから、この議案書の１３ページのほうをごらんいただきたいと思いますが、特別

職の給与費明細の中で、補正前につきましては長等というところで２名の記載でありま

したけれども、そこをこのたび３名ということで、新しい教育長を含めての人件費給与

明細ということになってございます。以上でございます。
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○議長（安部 重助君） ほかございますか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ほかないようでございます。質疑を終結します。

これより討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論ないようでございます。討論を終結します。

これより第１２２号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決すること

に賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第１２２号議案は、原案のとお

り可決しました。

・ ・

日程第１１ 第１２３号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１１、第１２３号議案、平成２９年度神河町介護療育支

援事業特別会計補正予算（第３号）の件を議題とします。

事務局、第１２３号議案の朗読をしてください。

〔事務局朗読〕



第１２３号議案 平成２９年度神河町介護療育支援事業特別会計補正予算（第３号）



○議長（安部 重助君） 上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１２３号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げ

ます。

議案は、平成２９年度神河町介護療育支援事業特別会計補正予算（第３号）でござい

まして、補正予算（第２号）以降、補正要因が生じたものについて補正するものでござ

います。

補正の内容は、人事院勧告の給与改定と、職員の３の等に伴います人件費の補正でご

ざいます。今回の人事院勧告における介護療育支援事業特別会計の給料の改定率は１

６％で、人件費１９万エを増額、職員の３の等で１９万エを減額しております。

これらによりますこ入こ出予算の総額は、変更ございません。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。
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本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございます。質疑を終結します。

これより討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論ないようでございます。討論を終結します。

これより第１２３号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決すること

に賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第１２３号議案は、原案のとお

り可決しました。

・ ・

日程第１２ 第１２４号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１２、第１２４号議案、平成２９年度神河町国民健康保

険事業特別会計補正予算（第４号）の件を議題とします。

事務局、第１２４号議案の朗読をしてください。

〔事務局朗読〕



第１２４号議案 平成２９年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）



○議長（安部 重助君） 上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１２４号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げ

ます。

本議案は、平成２９年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）でござ

いまして、補正予算（第３号）以降、補正要因が生じたものについて補正するものでご

ざいます。

補正の内容は、人事院勧告の給与改定に伴います給料、職員手当、共エ費の人件費の

補正でございます。今回の人事院勧告における国民健康保険事業特別会計の給料の改定

率は５２％となっており、その増額分は給料、職員手当を合わせて７万 ０００エで

ございます。

そして、今回の補正における財源調整として一般会計からの繰入エを増額するもので

ございます。
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これらによりまして、こ入こ出予算の総額にこ入こ出それぞれ８万 ０００エをこ加

し、こ入こ出予算の総額をこ入こ出それぞれ１７加９９０万エとするものでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございます。質疑を終結します。

これより討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論がないようでございます。討論を終結します。

これより第１２４号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決すること

に賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第１２４号議案は、原案のとお

り可決しました。

・ ・

日程第１３ 第１２５号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１３、第１２５号議案、平成２９年度神河町後期高齢者

医療事業特別会計補正予算（第４号）の件を議題とします。

事務局、第１２５号議案の朗読をしてください。

〔事務局朗読〕



第１２５号議案 平成２９年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第４号）



○議長（安部 重助君） 上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１２５号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げ

ます。

本議案は、平成２９年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第４号）でご

ざいまして、補正予算（第３号）以降、補正要因が生じたものについて補正するもので

ございます。

補正の内容は、人事院勧告の給与改定に伴います給料、職員手当、共エ費の人件費の

補正でございます。今回の人事院勧告における後期高齢者医療事業特別会計の給料の改
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定率は１２％となっており、その増額分は給料、職員手当を合わせて４万 ０００エ

でございます。

そして、今回の補正における財源調整として一般会計からの繰入エを増額するもので

ございます。

これらによりまして、こ入こ出予算の総額にこ入こ出それぞれ５万エをこ加し、こ入

こ出予算の総額をこ入こ出それぞれ１加 ０５３万 ０００エとするものでございます。 

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございます。質疑を終結します。

これより討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論がないようでございます。討論を終結します。

これより第１２５号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決すること

に賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立多数であります。よって、第１２５号議案は、原案のとお

り可決しました。

・ ・

日程第１４ 第１２６号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１４、第１２６号議案、平成２９年度神河町介護保険事

業特別会計補正予算（第４号）の件を議題とします。

事務局、第１２６号議案の朗読をしてください。

〔事務局朗読〕



第１２６号議案 平成２９年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）



○議長（安部 重助君） 上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１２６号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げ

ます。

本議案は、平成２９年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）でございま

－１９５－



して、補正予算（第３号）以降、補正要因が生じたものについて補正するものでござい

ます。

補正の内容は、人事院勧告の給与改定に伴います給料、職員手当、共エ費の人件費の

補正でございます。今回の人事院勧告における介護保険事業特別会計の給料の改定率は

１８％となっており、その増額分は給料、職員手当を合わせて３４万 ０００エでご

ざいます。

そして、今回の補正における財源調整として一般会計からの繰入エを増額するもので

ございます。

これらによりまして、こ入こ出予算の総額にこ入こ出それぞれ４０万 ０００エをこ

加し、こ入こ出予算の総額をこ入こ出それぞれ１４加 １１８万 ０００エとするもの 

でございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございます。質疑を終結します。

これより討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論ないようでございます。討論を終結します。

これより第１２６号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決すること

に賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第１２６号議案は、原案のとお

り可決しました。

・ ・

日程第１５ 第１２７号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１５、第１２７号議案、平成２９年度神河町訪問看護事

業特別会計補正予算（第３号）の件を議題とします。

事務局、第１２７号議案の朗読をしてください。

〔事務局朗読〕



第１２７号議案 平成２９年度神河町訪問看護事業特別会計補正予算（第３号）
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○議長（安部 重助君） 上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１２７号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げ

ます。

本議案は、平成２９年度神河町訪問看護事業特別会計補正予算（第３号）でございま

して、補正予算（第２号）以降、補正要因が生じたものについて補正するものでござい

ます。

補正の内容は、人事院勧告の給与改定と、職員の３の等に伴います人件費の補正でご

ざいます。今回の人事院勧告における訪問看護事業特別会計の給料の改定率は１７％

で、給料及び職員手当について、職員１名の減など職員の３のによる７２６万 ０００

エの減額及び人事院勧告に伴います人件費４９万 ０００エの増額で、３してき６７６

万 ０００エを減額しており、同額を予備費に計上しております。これらによりますこ

入こ出予算の総額は変更ございません。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

松山議員。

○議員（８番 松山 陽子君） ８番、松山です。今、町長のほうからの説明で、職員の

３のということで１人減という説明がありましたけれども、この１人減ったという時期

についてはいつごろなんでしょうか、教えていただきたいと思います。ちょっと給料の

エ額が割と大きなエ額が減額になっておりましたので、その時期を教えていただきたい

と思います。

○議長（安部 重助君） 藤原病院総務課長。

○病院総務課長兼施設課長（藤原 広行君） 病院総務課、藤原でございます。当初予算

の段階で訪問看護におけますの用者の増を見込んでおりまして、病院側から訪問看護の

ほうに３のさせて職員を増員させる予定で予算を組んでおりました。ところが、病院側

の職員の退職もあり、訪問看護に３のさせるマンパワーがなく、そのまま４月スタート

したわけなんですが、その分につきましては嘱託職員という形での５月採用いたしてお

りますので、その辺で賄っている状況の中で、今回正職については１名減となった状況

でございます。以上でございます。

○議長（安部 重助君） ほかにございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ほかないようでございます。質疑を終結します。

これより討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕
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○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論ないようでございますので、討論を終結します。

これより第１２７号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決すること

に賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第１２７号議案は、原案のとお

り可決しました。

・ ・

日程第１６ 第１２８号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１６、第１２８号議案、平成２９年度神河町水道事業会

計補正予算（第３号）の件を議題とします。

事務局、第１２８号議案の朗読をしてください。

〔事務局朗読〕



第１２８号議案 平成２９年度神河町水道事業会計補正予算（第３号）



○議長（安部 重助君） 上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１２８号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げ

ます。

議案は、平成２９年度神河町水道事業会計補正予算（第３号）でございまして、補正

予算（第２号）以降、補正要因が生じたものについて補正するものでございます。

補正の内容は、予算第３条のの益的支出の予定額で、人事院勧告に伴う人件費の増額

補正で、給料、手当、賞与て当エ繰入額、法定福の費て当エ繰入額の増額、法定福の費

の減額。合計で２４万 ０００エの増額補正をいたしており、同額予備費を減額いたし

ております。

次に、予算第４条の資本的支出の予定額で、建設改良費の事務費も人事院勧告に伴う

人件費の増額補正で、給料、手当の増額と法定福の費の減額、来年もてき続き簡易水道

等施設整備事業を継続することが決定したことにより、賞与て当エ繰入額と法定福の費

て当エ繰入額の増額、合計で６５万 ０００エの増額補正を行います。

資本的の入額が資本的支出額に対して不足する額２加 ０９２万 ０００エは、過年 

度分損益勘定留保資エ等で補填いたします。

予算第７条に定めた議会の議決を経なければの用することのできない職員給与費を８

９万 ０００エ増額し、 ８４７万 ０００エといたします。  

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。
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○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。

小寺議員。

○議員（７番 小寺 俊輔君） ７番、小寺です。質問といいますか、少し教えていただ

きたいんですけれども、７ページの総括のページの一番上の表です。その損益と資本に

職員を分けて記載されているわけなんですけども、資本勘定のほうのいわゆる職員１人

に対する手当の増額にがむちゃくちゃ大きいんです。６１万 ０００エの増になってい

るんですけども、これの何か少し内訳を教えていただけますか。私の見方が間違ってい

たらあれなんですけど、この４ページのほうと見ても全然整合性がとれてないような気

がするんですけれども、いかがですか。

○議長（安部 重助君） 中島上下水道課長。

○上下水道課長（中島 康之君） 上下水道課、中島でございます。７ページの給与費明

細書と、まず２ページのの益的の入及び支出の両方を見ていただきたいんですけれども、

まず、給料の部分でいいますと、比較のところの１１という数字は、２ページのところ

の１１でございます。その下の比較のところの資本勘定支弁職員の１というのは、次の

ページの４ページの給料のところに１がございます。ですから、これを足して合計で１

２というふうに見ていただいて、次に手当のところでございます。７ページの損益勘定

支弁職員の２２３といいますのは、２ページの手当のところの１６８と、２ページの３

番の５５を足していただいた数字が２２３というふうになります。ですから、次に資本

勘定支弁職員の６１６というのは、４ページのところの２の手当の４２足す３の賞与て

当エ繰入額の５７４を足していただいて６１６ということになりまして、それの合計が

２３万 ０００エと６１万 ０００エで、合わせて合計が８５万 ０００エというふう  

にごらんいただいたら数字が合ってくるというふうになりますので、御理解をお願いし

たいと思います。以上でございます。

○議長（安部 重助君） 小寺議員。

○議員（７番 小寺 俊輔君） ７番、小寺です。説明ありがとうございます。理解しま

した。そしたら、いわゆる４ページの３番の賞与て当エ繰入額いうのを、当初では上げ

ていなかったけれども、今回上げたいうことでよろしいですかね。

○議長（安部 重助君） 中島上下水道課長。

○上下水道課長（中島 康之君） 上下水道課、中島でございます。今おっしゃったよう

に、３０年度の事業継続がちょっとの定の部分がございました。この部分について、１

２月に来年度要望として県にヒアリングを行った際に、３０年、３１年度と継続して今

の事業ができるという承諾を得ましたので、その分をて当エという格好で今回補正させ

ていただいたので、エ額がふえているというところで御理解をお願いしたいと思います。

以上でございます。

○議長（安部 重助君） ほかございませんか。
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〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） ほか質疑がないようでございます。質疑を終結します。

これより討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論ないようでございます。討論を終結します。

これより第１２８号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決すること

に賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第１２８号議案は、原案のとお

り可決しました。

・ ・

日程第１７ 第１２９号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１７、第１２９号議案、平成２９年度神河町下水道事業

会計補正予算（第３号）の件を議題とします。

事務局、第１２９号議案の朗読をしてください。

〔事務局朗読〕



第１２９号議案 平成２９年度神河町下水道事業会計補正予算（第３号）



○議長（安部 重助君） 上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１２９号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げ

ます。

本議案は、平成２９年度神河町下水道事業会計補正予算（第３号）でございまして、

補正予算（第２号）以降、補正要因が生じたものについて補正するものでございます。

補正の内容は、予算第３条のの益的支出の予定額で、人事院勧告に伴う人件費の増額

補正で、給料、手当、賞与て当エ繰入額、法定福の費、法定福の費て当エ繰入額、厚生

福の費の増額。合計で２２万 ０００エの増額補正をいたしており、同額予備費を減額

いたしております。

次に、予算第７条に定めた議会の議決を経なければの用することのできない職員給与

費を２２万 ０００エ増額し、 ８８１万 ０００エといたします。  

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。
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本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございます。質疑を終結します。

これより討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論ないようでございます。討論を終結します。

これより第１２９号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決すること

に賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、第１２９号議案は、原案のとお

り可決しました。

・ ・

日程第１８ 第１３０号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１８、第１３０号議案、平成２９年度公立神崎総合病院

事業会計補正予算（第３号）の件を議題とします。

事務局、第１３０号議案の朗読をしてください。

〔事務局朗読〕



第１３０号議案 平成２９年度公立神崎総合病院事業会計補正予算（第３号）



○議長（安部 重助君） 上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１３０号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げ

ます。

本議案は、平成２９年度公立神崎総合病院事業会計補正予算（第３号）でございまし

て、補正予算（第２号）以降、補正要因が生じたものについて補正するものでございま

す。

補正の内容としましては、職員の３の及び人事院勧告に伴います補正でございまして、

３条予算において職員１名の減や、育児休業者の人件費分など職員の３のにより９８３

万 ０００エを減額、また人事院勧告に伴います人件費を ０１１万 ０００エ増額し  

ており、３してき２８万 ０００エの人件費を増額しております。そして、同額を予備

費から充用しています。また、４条予算において北館改築工事に伴い仮設工事、設備の

盛りかえ工事の立ち会い及び備品類などの移の作業により、時間外分務手当に不足が生
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じることが見込まれることから、１００万エを増額しています。また、人事院勧告に伴

います給料、職員手当等を５万 ０００エ増額し、これらにより１０５万 ０００エを 

増額しています。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございます。質疑を終結します。

これより討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論ないようでございます。討論を終結します。

これより第１３０号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決すること

に賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立多数であります。よって、第１３０号議案は、原案のとお

り可決しました。

ここで暫時休憩をいたします。再開を１０時４０分といたします。

午前１０時２１分休憩

午前１０時４０分再開

○議長（安部 重助君） 再開します。

・ ・

日程第１９ 兵庫県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙の件

○議長（安部 重助君） 日程第１９、兵庫県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙の

件であります。

兵庫県後期高齢者医療広域連合議会議員に、平成２５年１２月６日に選出されており

ました細岡重義氏につきましては、平成２９年１２月１０日付で神河町副町長を退任さ

れました。

広域連合規約第９条第２項において、広域連合議会議員が関係市町の市長、町長、副

市長、副町長または議会の議員でその職がなくなったときは、同時に広域連合議会議員

の職を失うと規定されております。また、同規約第９条第３項では、欠員が生じたとき

は速やかにこれを選挙しなければならないと規定されております。

この選挙の方法は、同規約第８条第１項で広域連合議会議員は関係市長、町長、副市
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長、副町長または議員の中から１人を選挙するとされております。同条第２項で選挙に

ついては、地方自治法第１１８条の例によると規定されております。

それでは、兵庫県後期高齢者医療広域連合規約第８条の規定によりまして、広域連合

議会議員の選挙を行います。

お諮りいたします。選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定によ

り指名推選にしたいと思いますが、これに御３議ございませんか。

〔「３議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御３議ないものと認めます。よって、選挙の方法は、指名推選

で行うことに決定しました。

再度お諮りします。指名の方法につきましては、議長において指名したいと思います

が、これに御３議ございませんか。

〔「３議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御３議ないものと認めます。よって、議長が指名することに決

定しました。

兵庫県後期高齢者医療広域連合議会議員に、神河町副町長、前田義人氏を指名いたし

ます。

お諮りします。ただいま指名いたしました方を、兵庫県後期高齢者医療広域連合議会

議員の当選人と決定することについて御３議ございませんか。

〔「３議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御３議ないものと認めます。よって、ただいま指名いたしまし

た神河町副町長、前田義人氏が、兵庫県後期高齢者医療広域連合議会議員に当選されま

した。

あわせて告知をいたします。

・ ・

日程第２０ 発議第４号

○議長（安部 重助君） 日程第２０、発議第４号、「道路整備の推進」と「道路財特法

における補助率等の嵩上げ措置の継続」に関する意見書を議題といたします。

事務局、発議第４号の朗読をしてください。

〔事務局朗読〕



発議第４号 「道路整備の推進」と「道路財特法における補助率等の嵩上げ措置の継

続」に関する意見書



○議長（安部 重助君） 提出者の説明を求めます。

山下皓司議員。

○議員（３番 山下 皓司君） ３番、山下です。それでは、発議第４号の提案の理由並
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びに内容を説明をいたします。

発議第４号、「道路整備の推進」と「道路財特法における補助率等の嵩上げ措置の継

続」に関する意見書についてであります。

道路財特法については、自の車の急速なの及を背景に、道路整備のための財源を確保

するため、昭和２８年に道路整備費の財源等に関する特別措置法として制定されました。

平成２０年の法改正により、国庫補助負担率を５０％から５５％にかさ上げする特別

措置が盛り込まれましたが、その特別措置及び市町の財政力に応じたてき上げ措置が平

成２９年度末で終了します。

兵庫県におきましては、さまざまな機会を捉えて、かさ上げ措置の継続を国に要望さ

れており、また西播磨市町長会、西播磨市町議長会等においても同様の要望を行ってい

るところです。

このたび、兵庫県より当町議会においても対応するようとのことがあり、また、当町

においても橋梁長寿命化事業に取り組んでおりますが、これに対しての財源にも大きく

関係をいたします。これを受けまして、１２月５日の議会運営委員会、また本日の議会

運営委員会においても協議を行いましたが、意見書を提出をするという結論に至りまし

た。このたび発議第４号を提出したところであります。

以下、意見書の朗読をもって内容の説明といたします。



「道路整備の推進」と「道路財特法における補助率等の嵩上げ

措置の継続」に関する意見書

道路は、広域的な地域間連携や経エ社会活のを支える最も重要な社会基盤であり、安

全・安心な町づくりを進める上で、その整備は必要不可欠です。

本町の道路整備水準は全国と比較すると大きく立ちおくれており、幹線道路の整備や

生活道路の整備等が十分でなく、課題が山積しております。国、県及び町道の整備はま

だまだ立ちおくれている状況であり、安全にの行できる地域間連携道路や生活道路の整

備が急務となっていることに加え、の学路の安全対策、橋梁等の老朽化対策など、新た

な課題にも直面しています。

このような状況において、「道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律

（以下「道路財特法」という。）」の規定によるかさ上げ措置が平成２９年度末で切れ、

平成３０年度から地方負担が増加することになれば、自治体運営にも多大な影響が想定

されます。

つきましては、地方における道路整備を推進するため重要性を認識いただき、下記事

項について強く要望します。

記

１．計画的な道路整備や適切な維持管理を着実かつ計画的に実施できるよう平成３０年

度予算及び平成２９年度補正予算の総額を十分に確保すること。
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２．道路財特法の補助率等のかさ上げ措置については、平成３０年度以降も現行制度を

継続し、地方公共団体の財政力に配慮したてき上げ措置を講ずること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成２９年１２月２６日

兵庫県神河町議会



以上が内容でございます。

なお、県内の状況につきましては、現在のところ４市２町が既に意見書を採択されて

おります。

意見書の提出先につきましては、総理大臣ほかということで資料をつけておりますの

で、ごらんください。

以上で発議第４号の提出の理由、内容について説明を終わります。どうぞよろしくお

願いをいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

発議第４号に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございます。質疑を終結します。御苦労さん

でした。

これより討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論ないようでございます。討論を終結します。

これより発議第４号を採決いたします。本案については、原案のとおり可決すること

に賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、発議第４号は、原案のとおり可

決しました。

・ ・

日程第２１ 発議第５号

○議長（安部 重助君） 日程第２１、発議第５号、「２０２５日本万国博覧会」の大阪

・関西誘致に対する決議の件を議題といたします。

事務局、発議第５号の朗読をしてください。

〔事務局朗読〕
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発議第５号 「２０２５日本万国博覧会」の大阪・関西誘致に対する決議の件



○議長（安部 重助君） 提出者の説明を求めます。

山下皓司議員。

○議員（３番 山下 皓司君） ３番、山下です。それでは、発議第５号の提案の理由並

びに内容について説明をいたします。

発議第５号、「２０２５日本万国博覧会」の大阪・関西誘致に対する決議であります。

我が国は、２０２５年国際博覧会の開催国に立候補し、「いのち輝くの来社会のデザ

イン」をテーマに、関西地域の大阪府を会場として開催することを目指しております。

国際博覧会を大阪・関西が一体となって開催することは、日本の歴史・文化の原点で

ある関西のすばらしさを世界の人々に理解してもらう機会となり、関西全体の観光・文

化・交のの促進につながることが期待されています。

現在、大阪府・大阪市が中心となって運営する誘致実行委員会が、国内及び関西圏域

における誘致機運を醸成するため、当該決議の協力依頼をされている旨、兵庫県町議会

議長会から情報提供を受けたところであります。

これを受けまして、１２月５日の議会運営委員会において協議を行ったところ、決議

すべきとの結論に至り、このたび発議第５号を提出したところであります。

以下、決議の朗読をもって内容の説明といたします。



「２０２５日本万国博覧会」の大阪・関西誘致に対する決議

国際博覧会は、人類が抱える地球規模の課題に対し、世界からの知恵を一同に集める

ことで解決方法を提言する場であり、新しい時代を生きる知恵を広く発信することによ

り、世界と日本の平和的発展に大きく寄与することが期待されている。

先般、政府において閣議了解が行われ、「いのち輝くの来社会のデザイン」をテーマ

とした国際博覧会の開催についての書簡をＢＩＥ（博覧会国際事務局）へ提出し、立候

補が行われたところである。

国際博覧会の大阪での開催は、古くから人々の叡智により新たな技術を生み出し、文

化、産業の両面から国内外をリードしてきた大阪・関西から、世界中の人々の健康に係

るさまざまな課題を克服し、人類のの来に向けてよりよい生活を送ることができる新し

いモデルを提案することや、それを広く世界に発信するという点において大変意義があ

る。

また、新たな観光や産業のイノベーションが期待できるなど、大きな経エ効果をもた

らすとともに、全世界に向けて大阪・関西の存在感を示す絶好の機会にもなり、住民の

健康増進や地域の振興にも寄与するなど、地域の活性化、住民生活の向上も期待できる。

そこで、本町議会としては、大阪・関西での国際博覧会開催の意義に賛同するもので

あり、国際博覧会の誘致・実現に向け、関係機関とともに積極的に取り組むこととする。
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以上、決議する。

平成２９年１２月２６日

兵庫県神河町議会



なお、この決議の状況でありますけれども、兵庫県内においては、兵庫県議会及び兵

庫県町村会が決議しておられますが、現時点におきましては市町の決議はないというよ

うな状況であります。

以上で発議第５号の提案の理由並びに内容について説明を終わります。どうぞよろし

くお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 説明が終わりました。

発議第５号に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございます。質疑を終結します。御苦労さん

でした。

これより討論に入ります。

反対討論ございませんか。

〔反対討論なし〕

○議長（安部 重助君） 賛成討論ございませんか。

〔賛成討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論ないようでございます。討論を終結します。

これより発議第５号を採決いたします。本案については、原案のとおり可決すること

に賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（安部 重助君） 起立全員であります。よって、発議第５号は、原案のとおり可

決しました。

・ ・

日程第２２ 議員派遣の件

○議長（安部 重助君） 日程第２２、議員派遣の件を議題とします。

会議規則第１２９条に伴う議員派遣について、お手元に配付のとおり議員派遣する予

定となっています。

お諮りします。別紙のとおり議員を派遣することに御３議ございませんか。

〔「３議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御３議ないものと認め、別紙のとおり議員派遣することに決定

されました。

・ ・

日程第２３ 各常任委員会、議会運営委員会所管事務調査の申し出について
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○議長（安部 重助君） 日程第２３、各常任委員会、議会運営委員会所管事務調査の申

し出についてを議題とします。

各常任委員会、議会運営委員会の所管事務について、会議規則第７５条の規定により、

お手元に配付していますとおり、閉会中の継続調査をしたい旨の申し出がございます。

お諮りします。各常任委員長、議会運営委員長の申し出のとおり、閉会中の継続調査と

することに御３議ございませんか。

〔「３議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御３議ないと認め、各常任委員長、議会運営委員長申し出のと

おり、閉会中の継続調査とすることに決定されました。

・ ・

○議長（安部 重助君） 以上で本日の日程は全て終了しました。

お諮りします。今期定例会に付議された案件は、全て議了しました。

これで閉会したいと思いますが、御３議ございませんか。

〔「３議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御３議ないと認めます。

ここで、今定例会第１００号議案において、神河町教育委員会教育長の任命の件が提

案され、入江多喜夫氏が選任されています。

現教育長であります澤田教育長におかれましては、今年１２月３１日付で勇退されま

す。これまでの御労苦に感謝申し上げますとともに、退任まで少し日数も残っています

が、ここで澤田教育長より挨拶を受けたく思いますので、よろしくお願いいたします。

澤田教育長。自席で結構です。

○教育長（澤田 博行君） 退職に際しまして、一言挨拶を申し上げます。自席でせよと

いうことなので、ここから失礼いたします。

教育長としましては、２期８年にわたり務めさせていただきました。議員の皆さんに

は大変お世話になり、ありがとうございました。

私は、学校へ行くのが楽しい、友達と一緒にいるのが楽しいというような学校にした

いと思っておりました。各学校では落ちついてきており、学力向上にも成果があり、ま

た町としての特色ある取り組みも取り組んでおります。そういうことで、県からも注目

されているようになって喜んでおります。

これまでの取り組みにつきまして思い出しますと、１つは、就任１年目で中学校の建

設にかかわってきました。町としての一大行事であり、町が合併したシンボル的な存在

であったということで、住民の皆様も注目されておりました。設計、それから建築途中、

そして完成、それから外構工事等につきまして各段階で議員の皆様にも現場見学をして

いただいて、その都度いろいろ御指導いただきまして、全国に誇るすばらしい学校がで

き上がったことを喜んでおります。あわせて、の学路の整備等もしていただきましたが、

統合１年後、１年間事故もなく、大きな問題もなく過ごせたときには、本当にほっとし
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たところです。

２つ目は、あわせまして神崎小学校の建設もありましたし、それは大変木のぬくもり

のあるすばらしい校舎にしていただきました。また、川上小学校、それから南小田小学

校の統合もありまして、この短い間に２つの新しい学校を建築していただいたこと、そ

して６つの校区において閉校行事を、各地域の皆様方も手助けしていただきながら本当

にやっていただいたことについて感謝を申し上げたいと思います。その後ですけれども、

寺前小学校を将来を見据えた大改造をしていただきました。また、耐震基準に満たない

ための越知谷幼稚園の新築も本当に無理を言ってしていただいたこと、本当に感謝申し

上げたいと思います。

３つ目としましては、さらに文化財関係ですけれども、文化財については遅々たる歩

みだったんじゃないかなとも思っております。最初は大学連携をしながら補助エも活用

させていただいて、地元の資料についての説明会やとか講演会等もさせていただきなが

ら進めていきました。そして途中には歴史文化基本構想という大きなことを県下の中で

も早くに作成していただきましたし、保存活用計画等も作成し、それぞれ文化財行事も

進めていきました。中でも日本遺産「銀の馬車道 鉱石の道」に認定されましたので、

そのようなことも活用しながら、これからも町づくりに生かせていけるんじゃないかな

とも思っております。

ほかにですけれども、社会教育、公民館事業、それから給食センター、それから交の

センター事業等につきましても、議員の皆様に足を運んでいただいたりしながら御指導

いただき、何とか運営できたなというように思っているところです。

これからのことにつきましては、本当に少子化ということが教育面でも大きく課題に

なっております。そのような課題もたくさんありますけれども、これからも教育委員会

の事業につきまして御指導、御鞭撻をよろしくお願いしたいと思います。

この８年間、本当に大きな事業もさせていただきましたし、本当にありがとうござい

ました。感謝を申し上げて、お礼の言葉とします。本当にありがとうございました。

（拍手）

○議長（安部 重助君） ありがとうございました。体に気をつけられ、今後も教育関係、

また町発展のために御尽力賜りますよう、よろしくお願いいたします。

これをもちまして第８２回神河町議会定例会を閉会いたします。

午前１１時０７分閉会

議長挨拶

○議長（安部 重助君） 閉会に当たり一言御挨拶を申し上げます。

今次定例会は１２月８日開会され、本日までの１９日間でした。町長から提出されま

した議案は、専決処分１件、人事案件７件、条例の制定及び一部改正８件、事務組合規

約の一部変更１件、補正予算１７件、報告１件の計３５件が提出されましたが、第１０
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９号議案、神河町印鑑条例及び神河町手数料条例の一部を改正する条例制定の件は、文

言整理が不十分であったため、撤回されました。また、選挙２件を実施し、議会からは

発議２件を提出しました。平成２９年度一般会計補正予算は、総務文教常任委員会に審

査を付託し、慎重に審議をしていただきました。ここに厚くお礼申し上げます。

議員並びに執行部各位におかれましては、終始真剣な議論を交わされた結果、全て承

認、可決されました。議員各位の精励と御協力、また執行部におかれましても資料提供

等真摯に対応していただきましたことにお礼を申し上げます。審議の過程におきまして

議論されました内容については、十分考慮され、今後の町政執行に反映されるよう望み

ます。

国においては、平成３０年度予算の骨格が発表され、北朝鮮等に対応する防衛費や高

齢化による社会保齢費、子育て支援等の増により、９７齢 １００加エで過齢最大とな

っています。なお、地方交付税については減額の方向になるようでございます。

神河町においても、既に来年度の予算編成に向けて取り組まれているようです。町民

の目線で公平性を勘案した予算編成であることを切に望みます。

結びに、ことしも残すところあとわずかになりますが、どなた様も健康に留意され、

健やかな新年を迎えられますことと、神河町のさらなる発展を祈念しまして、第８２回

神河町議会定例会閉会の挨拶といたします。

町長挨拶

○町長（山名 宗悟君） それでは、第８２回神河町議会定例会の閉会に当たり、お礼の

御挨拶を申し上げます。

１２月８日から開会いたしました定例会におきまして、議員各位には、本会議並びに

委員会をのじ慎重審議いただきました御苦労に対しまして、衷心より敬意と感謝を申し

上げます。

今期定例会は、撤回いたしました第１０９号議案を除き、人事案件、条例改正及び各

会計補正予算を初めといたしました全ての案件につきまして、原案どおり承認可決いた

だき、まことにありがとうございました。

執行部といたしまして、今定例会で議員各位よりいただきました御意見、御提言につ

きまして真摯に受けとめ、より一層の適正な行政運営、予算執行につなげていく所存で

ございます。

とりわけ山名町政３期目のスタートに当たり、今定例会におきまして任期満了により

退任されました細岡重義副町長、そして１２月末をもって退任されます澤田博行教育長

におかれましては、２期８年にわたり神河町発展のため御尽力を賜りましたことに対し、

改めまして心からの感謝を申し上げます。そして、てき続きの御教示をどうぞよろしく

お願い申し上げたいと思います。

そして、副町長、教育長選任の同意をいただきました前田義人副町長、そして１月よ
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り就任いただきます入江多喜夫教育長とともに、てき続き皆様の信頼と期待に応えるた

め、交のから定住、住むならやっぱり神河町をキャッチフレーズに、山林、農業の再生

はもとより、神河町の地域の魅力に磨きをかけ、情報発信に努め、高齢者福祉の継続、

そして何といっても若者定住政策を中心に、住宅、教育環境、希望を持って結婚、出産、

子育てできる教育環境をさらに強化してまいります。

それが、ひいては２０年、３０年後の神河町の創造につながり、その延長線上に高齢

者に優しい町づくりの確立になることを確信いたします。

お年寄りが安心し、子供たちの笑顔があふれる人権尊重のまち、ハートがふれあう住

民自治のまちを目指し、全力で邁進する決意でございます。

ことしを振り返ってみますと、日本一の学校を目指す神河町が、本年４月、ソフトバ

ンク社の人型円ボット、ペッパーを活用しての社会貢献事業に採用され、３年間、国に

先行してプ円グラミング教育がスタート。同じく、４月には銀の馬車道が鉱石の道とと

もに文化庁の日本遺産に認定、続いて大黒茶屋を活用した道の駅「銀の馬車道・神河」

も国土交の省の認定を受け、銀の馬車道エリアに付加価値と新たなにぎわいの拠点が誕

生し、１１月２５日にグランドオープン、７月には公立神崎総合病院北館改築工事がス

タート、中播磨医療圏域の中山間地域医療の拠点病院の機能をさらに高めてまいります。

８月には、東京で開催されました第３回全国ふるさと甲子園に参加をし、ステージイ

ベントでかみかわリーディングプ円ジェクトの一環として、神河町出身の女優、のんさ

んを主人公とした峰山高原スキー場ＰＲの画の上映と、当日はのんさんも登場していた

だき、行きたいまちの投票で第３位の栄光に神河町が輝きました。

そして１２月１６日、白銀の世界の中、峰山高原リゾート、ホワイトピークのグラン

ドオープンなどなど、神河町の知名度アップ含めて、神河町は一歩一歩着実に進化を遂

げていると実感できる一年であったと言えます。これもひとえに役場職員の頑張りはも

とより、神河町議会初め町民の皆様方、神河町を応援いただいています皆様方、兵庫県

等関係機関の御支援、御協力によるものであり、改めまして感謝申し上げます。

ことしも残すところ１週間を切りました。先日から寒さがまた厳しくなってきており

ます。議員各位には健康管理十分にしていただきますとともに、ことし１年間の町政運

営に対しましての御支援、御協力に心から感謝申し上げますとともに、来年におきまし

てもてき続きの御指導を賜りますようお願いを申し上げ、そして皆様とともにすばらし

い人生が迎えられますよう御祈念申し上げまして、閉会に当たりましての御礼の御挨拶

とさせていただきます。まことにありがとうございました。

午前１１時１６分
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